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　人類社会の繁栄は、その快適さの代償として地球に様々な負荷を与えてきました。地

球環境問題は、私たちが真剣に取り組み解決していかなくてはならないテーマです。こ

れからの環境問題解決には企業が大きな役割を果たさなくてはならないと考えていま

す。

　そこで、私たちは平成15年1月からスタートした中期経営計画の基本方針に「社会との

共生」を掲げました。企業文化の中に環境倫理を根付かせ、グループ一体となって継続し

て環境保全活動を推進してまいります。　　　

　具体的な取り組みとしては、ます本社・工場部門でのISO14001認証取得に続いて、全事

業所での認証取得拡大に着手しました。今後はコカ・コーラグループ独自の環境マネジ

メントシステム「eKO」の導入と共に、北九州エコタウン地区（福岡県北九州市）に空容器

の再資源化を推進するためのリサイクル施設の建設を予定しています。

　また、地域環境対策積立金の設定をはじめとする社会貢献活動の推進もこれまでどお

り継続してまいります。

　今回の環境報告書では、環境保全活動ごとに環境会計データを開示することにより、

読者のみなさまに活動ごとの効率性・有効性を評価して頂けるよう工夫しました。みな

さまのご意見・ご指導を賜れば幸いに存じます。

ごあいさつ

人間と自然が調和する、豊かな社会の実現に貢献します。

対象範囲
コカ・コーラウエストジャパン株式会社

対象期間
2002年1月1日～2002年12月31日

次回発行予定
2004年3月（今回より3月発行に変更しました。）

コカ・コーラウエストジャパンプロダクツ株式会社（生産会社）
（掲載項目の中には、一部対象期間外のものも含まれています。）

※上記のほか、一部のグループ会社、協力会社の輸送・配送部門を含みます。

代表取締役
社長兼CEO
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自動販売機のオペレーター事業

物流サービス事業

自動販売機関連の機器サービス事業

自動販売機による飲料等の販売事業
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環境マネジメント
システム私たちの基本理念

環境保全活動を組織的に推進します。

CCWJグループISO推進拡大のイメージ

　コカ･コーラウエストジャパンはこれまでに、全工場部門（現コカ・コーラウエストジャパンプ

ロダクツ）および本社部門において環境マネジメントシステムに関する国際規格であるISO14001

を認証取得してきました。

　一方において競争力維持・強化を図るため、当社はグループ企業の再編を推し進めてきました。

その結果、様々な環境側面をもつ企業がグループ傘下に含まれることになり、環境保全を真の意

味で推し進めるためには全グループ企業のあらゆる事業活動から派生する環境影響を管理して

いくことが重要となってきました。

　そこで、まずコカ･コーラウエストジャパンのISO認証取得範囲を拡大するために、営業部門の

環境マネジメントシステムの構築を進めています。また3年以内には、認証取得済みのコカ・コー

ラウエストジャパンプロダクツ以外の各グループ会社へも拡大し、グループ全体で環境マネジ

メントシステムを構築・運用していく方針です。

　さらに、コカ・コーラグループが独自に設けた環境マネジメントシステムである「eKO（イーケ

ーオー）システム」の導入を進めております。

私たちの行動指針

　コカ・コーラウエストジャパンは、責任ある企業市民としての自覚のもとに人間・

社会・自然の調和を常に大切にしながら事業活動を推進します。

　環境美化・環境保全・資源のリサイクルに努めることは、お客さまや地域社会に

対する当社の責務であると認識し、全社員がそれぞれの職場で自ら責任を持ち、安

心して暮らせる豊かな社会の実現に貢献します。

現在（認証取得済み） 第2ステップ

第3ステップ

第1ステップ（2003～2004.3）

環境好感度NO.1企業へ

クリーンで安全な商品・サービスを提供します。

省資源・省エネルギーに努め、リサイクルを推進します。

資源の再利用に配慮した、環境にやさしい資材を調達します。

地域の環境活動に積極的に取り組みます。

環境教育による意識の向上に努めます。

環境保全の取り組みをグループ全体に広げていきます。

ＣＣＷＪ
プロダクツ

ＣＣＷＪ

ニチベイ

（非コカ・コーラビジネス）

鷹正宗
ウエストジャパン
サービス

西日本カスタマー

サービス

ＣＣＷＪV

ロジコムジャパン

西日本

ビバレッジ

本
社
部
門

本
社
部
門

営
業
部
門

営
業
部
門 ※CCWJV… コカ・コーラウエスト

ジャパンベンディング

・コカ・コーラウエストジャパンベンディン

グ（株）

・ロジコムジャパン（株）

・西日本カスタマーサービス（株）

「グループ会社の役割」
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生産活動

環境マネジメント活動
環境マネジメントシステム P  4

P  5
P 16

環境会計
環境教育・グリーン購入

ゼロエミッション P  9
P10
P 11

省資源・省エネルギー
排水処理

効率的配送

※配送活動とは、工場から営業所までの配送を表します。
※営業活動とは、営業所からのお得意さままでの配送および
　オフィスでの活動を表します。

P12

省エネ、排ガス削減 P13
廃自販機適正処理 P14

社会貢献活動 P17～20

空容器の回収・リサイクル P15

配送活動

営業活動 社会貢献活動

回収・リサイクル
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電力（千kWh） 用水（千m3）47,447

原材料（t）

生
産
活
動

配
送
活
動

営
業
活
動60,227

CO2（t） SOX（t）生
産
活
動

配
送
活
動

営
業
活
動

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

55,967
CO2（t） 6,108

155
SOX（t） 6

NOX（t） 29
NOX（t） 43

廃棄物（t）24,999 排水（千m3） 2,055

CO2（t） SOX（t）26,277 11 NOX（t） 空容器自社回収量(t)99 20,292 自社リサイクル量(t) アウトプット

output

インプット

input

1,650

委託リサイクル量(t)18,642廃棄物（t）1,041

資材（t）

燃料（t）

74,990

12,252

燃料（t） 1,9302,804 電力（千kWh）11,911 燃料（t）7,063



不要物を再生処理し、物質として再利用すること。

ECO REPORT 2003

9 10

28,469千円
用水購入費用の節減99.6%

リサイクル率

法令遵守

107,630千円
コスト

18,629千円
コスト

（注）1Uケース：約5.68 、△は使用量が対前年比で増加したことを示しています。
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台
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総運行台数

総運行台数に占める
15t車の比率

2001年 2002年 2001年 2002年
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269,886千円
コスト

基山工場 排水処理施設

ロジコムジャパンのトラック注）COD：化学的酸素要求量／BOD：生物化学的酸素要求量

　  共に水の汚れを表す指標



法令遵守

52,485千円
コスト
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環境配慮型自動販売機
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低公害車保有台数

CO2排出削減量

3,169kg-CO2

3,732千円
コスト
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その他自動販売台数 累計導入台数（環境配慮型）

累計導入比率
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北九州リサイクルステーション（イメージ図）
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3,172人時間
のべ教育時間

44,578千円
コスト

85%スチール缶
アルミ缶
ワンウェイびん

PETボトル

83%
82%
40%

リサイクル状況

707,754千円
コスト

リサイクル状況については、容器別に集計することが
できないため、業界団体のデータを掲載しています。

営業所でのISO説明
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本 社 所 在 地

設 立

資 本 金

売 上 高

従 業 員 数

主な事業内容

事 業 所

： 福岡市東区箱崎七丁目9番66号

： 1960年12月20日

： 152億31百万円

： 1,745億94百万円（2002年度）

： 2,128人

： コカ・コーラ、スプライト、ファンタおよび

 ジョージア等の飲料の製造・販売

： 98ヵ所

本 社 所 在 地

設 立

資 本 金

従 業 員 数

主な事業内容

工 場

： 佐賀県鳥栖市轟木町字二本松1670-2

： 2002年2月1日

： １億円

： 353人

： 受託製造加工および商品の仕入代行

： 本郷工場、鳥栖工場、基山工場
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